
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vol.04

第 7 戦/第 8 戦/第 9 戦 
7 月 28 日(土)/7 月 29 日(日) 
岡山国際サーキット 
〒701-2612 岡山県美作市滝宮 1210 番地 
TEL: 0868-74-3311 
http://www.okayama-international-circuit.jp/ 



 

 

 

Pos No Driver Team Time Gap
1 37 宮田 莉朋/Ritomo Miyata カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 1'22.395 -
2 36 坪井 翔/Sho Tsuboi カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 1'22.507 0.112
3 93 大湯 都史樹/Toshiki Oyu TODA RACING 1'22.793 0.398
4 2 阪口 晴南/Sena Sakaguchi TODA RACING 1'22.863 0.468
5 12 笹原 右京/Ukyo Sasahara ThreeBond Racing 1'23.016 0.621
6 8 片山 義章/Yoshiaki Katayama OIRC team YTB 1'23.119 0.724
7 35 河野 駿佑/Shunsuke Kohno RS FINE 1'23.228 0.833
8 1 金丸 悠/Yu Kanamaru B-MAX RACING TEAM 1'23.673 1.278
9 3 三浦 愛/Ai Miura B-MAX RACING TEAM 1'24.593 2.198
10 28 山口 大陸/Tairoku Yamaguch TAIROKU RACING 1'24.874 2.479

公式予選
第7戦

Pos No Driver Team Time Gap
1 36 坪井 翔/Sho Tsuboi カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 1'22.646 -
2 37 宮田 莉朋/Ritomo Miyata カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 1'22.656 0.010
3 93 大湯 都史樹/Toshiki Oyu TODA RACING 1'22.800 0.154
4 2 阪口 晴南/Sena Sakaguchi TODA RACING 1'23.015 0.369
5 12 笹原 右京/Ukyo Sasahara ThreeBond Racing 1'23.080 0.434
6 8 片山 義章/Yoshiaki Katayama OIRC team YTB 1'23.164 0.518
7 35 河野 駿佑/Shunsuke Kohno RS FINE 1'23.424 0.778
8 1 金丸 悠/Yu Kanamaru B-MAX RACING TEAM 1'23.890 1.244
9 3 三浦 愛/Ai Miura B-MAX RACING TEAM 1'24.774 2.128
10 28 山口 大陸/Tairoku Yamaguch TAIROKU RACING 1'24.942 2.296

公式予選
第8戦

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 28 日(土)〜29 日(日)、全日本 F3 選手権シリーズ Round 4（第 7 戦、第 8 戦、第 9 戦）が、岡山県の
岡山国際サーキットで開催された。今大会は、1 大会 3 レースイベントであり、公式予選で記録したベストラ
ップタイムで第 7 戦、セカンドベストラップタイムで第 8 戦、第 7 戦決勝レースの順位で第 9 戦のスターティ
ンググリッドを決定するという規則が適用される。台風 12 号が関東地⽅から接近、週末に天候悪化が⾒込まれ
るという状況の中、レースウィークが始まった。 

7 月 26 日（木）と 27 日（⾦）に専有練習⾛⾏が⾏われ、笹原は快調にタイムを縮めてトムス 2 台に迫る 3 番
手につけ、勢いに乗って土曜日の公式予選に臨んだ。28 日午前 10 時 20 分から 30 分間の公式予選が始まった。
天候は曇りでドライコンディションながら気温、路⾯温度ともに前日より低下している。1 大会 3 レースイベント
の規則で、週末に使用できるドライのニュータイヤは 3 セット。チームは、日曜日の 2 レースがウェットコンディ
ションになりドライタイヤは使わないと予想し、ニュータイヤを残さず 3 セットとも予選のタイムアタックに使う
作戦をとった。 

まず 1 セット目のニュータイヤでコースインした笹原は、前日までとは異なるフィーリングに⼾惑った。ウォー
ムアップしてもグリップが十分に高まってこないのだ。結局 1 セット目のベストタイムは 5 周目に記録した 1 分
23 秒 364 で、順位は 6 番手にとどまった。 

気温、路温の影響でタイヤが充分に暖まらないと考えた笹原は 2 セット目のニュータイヤに交換してコースイ
ン、今度は意識してタイヤに負荷をかけ発熱を促しながらウォームアップを⾏い、タイムアタックを⾏った。結果、
11 周目に 1 分 23 秒 016、12 周目に 1 分 23 秒 080 を記録、順位を 5 番手に上げた。 

笹原はピットへ戻って 3 セット目のニュータイヤを装着、さらにタイムアタックを続けようとした。ところがウ
ォームアップが終わったところでコース上に停⽌⾞両が⽣じて⾚旗が提⽰され、セッションはここで打ち切りとな
った。結局笹原は 3 回目のタイムアタックができないまま公式予選を終えることになった。この結果、2 セット目
で記録したベストタイム、セカンドベストタイムにより第 7 戦、第 8 戦ともスターティンググリッドは 5 番手と
決まった。 

▽公式予選  

▽公式予選 結果 



 

 

 

大会組織委員会は、接近する台風 12 号が岡山地⽅を直撃するコースを進んでいることを考慮し、タイムスケジ
ュールを変更して、当初は午後 3 時 50 分、25 周で開催予定だったシリーズ第 7 戦を午後 1 時 55 分、18 周のレ
ースに短縮して⾏うことを決めた。 

チームは予選状況を踏まえ、予選で用いたニュータイヤよりも前日までの専有⾛⾏で用いたユーズドタイヤ向
けに振ったセッティングを⾏い、笹原をコースへ送り出した。 

上位⾞両に予選でのペナルティが下された結果、笹原は 4 番手からスタートすることになった。スタートの瞬
間、3 番手スタートの#2 阪口選手がエンジンストールして停⽌、笹原はその前へ抜け出したが加速が鈍く、後⽅
から#8 ⽚山選手の先⾏を許してしまい、4 番手のままレースを始めることになった。 

笹原は 1 周目から#8 ⽚山選手の背後についてオーバーテイクのチャンスを探り始めた。しかし 5 周目、#8 ⽚
山選手にジャンプスタートの判定が下りドライブスルーペナルティが科せられたため、笹原の順位は 3 位に繰り
上がった。しかしこの時点で先⾏するトップ 2 ⾞は 4 秒 4 先⾏していた。笹原は追いすがったが、トップエンド
での伸びが不⾜気味で、背後の#1 ⾦丸選手は引き離したものの、2 番手の#36 坪井翔選手との間隔も少しずつ開
いていった。 

結局笹原は 2 番手から 8 秒 542 の差で 3 位のままチェッカーフラッグを受け、第 5 戦から 3 戦連続で表彰台
に上がることとなった。 

Pos No Driver Team Time Gap

1 37 宮田 莉朋/Ritomo Miyata カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 25'12.837 -

2 36 坪井 翔/Sho Tsuboi カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 25'15.177 2.340

3 12 笹原 右京/Ukyo Sasahara ThreeBond Racing 25'23.719 10.882
4 1 金丸 悠/Yu Kanamaru B-MAX Racing Team with NDDP 25'32.114 19.277

5 35 河野 駿佑/Shunsuke Kohno RS FINE 25'36.295 23.458

6 2 阪口 晴南/Sena Sakaguchi TODA RACING 25'36.943 24.106

7 8 片山 義章/Yoshiaki Katayama OIRC team YTB 25'53.393 40.556

8 3 三浦 愛/Ai Miura B-MAX RACING TEAM 25'56.812 43.975

9 93 大湯 都史樹/Toshiki Oyu TODA RACING 25'57.268 44.431

10 28 山口 大陸/Tairoku Yamaguch TAIROKU RACING 25'58.853 46.016

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽第 7 戦 決勝 

*FL(ファステストラップ)：#36 坪井 翔/Sho Tsuboi   1'23.404  4/18  159.834km/h 



 

 

 

Pos No Driver Team Time Gap

1 36 坪井 翔/Sho Tsuboi カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 25'08.850 -

2 37 宮田 莉朋/Ritomo Miyata カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 25'10.424 1.574

3 93 大湯 都史樹/Toshiki Oyu TODA RACING 25'21.860 13.01

4 2 阪口 晴南/Sena Sakaguchi TODA RACING 25'22.429 13.579

5 8 片山 義章/Yoshiaki Katayama OIRC team YTB 25'23.567 14.717

6 1 金丸 悠/Yu Kanamaru B-MAX RACING TEAM 25'28.961 20.111

7 12 笹原 右京/Ukyo Sasahara ThreeBond Racing 25'29.653 20.803
8 35 河野 駿佑/Shunsuke Kohno RS FINE 25'36.557 27.707

9 3 三浦 愛/Ai Miura B-MAX RACING TEAM 25'53.972 45.122

10 28 山口 大陸/Tairoku Yamaguch TAIROKU RACING 25'55.160 46.310

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

大会組織委員会は、接近する台風 12 号の進路を考慮し、タイムスケジュールを再度変更して、28 日(日)に
開催予定だったシリーズ第 8 戦を前倒しし、27 日(土)の午後 5 時 25 分から 18 周で⾏うことと決めた。 
チームは第 7 戦での状況を分析し、トップエンドの伸びを促すためギヤレシオを下げ、それに伴って変化する
タイヤへの負担を考えリヤのダウンフォースを増やすとともに前後アンチロールバーの調整を⾏った。 

このレースでは温存したニュータイヤでスタートする選手がいたが、笹原は公式予選でニュータイヤを 3 セ
ットとも使っていたため、ユーズドタイヤでスタートすることになった。ニュータイヤを 3 セット公式予選に
投⼊したのは日曜日の⾬天を予想し、公式予選を重視した作戦だったが、公式予選が不振だったうえにタイム
スケジュールが変更された結果、作戦は裏目に出た形となった。 

太陽も傾いた午後 5 時 25 分、フォーメーションラップが始まり、スタートが切られた。5 番手からスター
トした笹原はうまく加速、第 1 コーナーから第 2 コーナーにかけて 4 番手の#93 大湯選手のアウト側に並び
オーバーテイクしかかるが、コース外側にオーバーランしてしまい、なんとかコースに踏みとどまったものの、
後続⾞に抜かれ逆に順位を 7 番手にまで落としてしまった。 

笹原は 6 番手の#1 ⾦丸選手の背後につけ逆襲のチャンスを狙うがなかなか順位を⼊れ替えることができず、
この間に上位に引き離されてしまった。笹原は何度も#1 ⾦丸選手に攻め寄ったがオーバーテイクには⾄らず、
7 番手のままチェッカーフラッグを受けレースを終えた。 

▽第 8 戦 決勝 

*FL(ファステストラップ)：#36 坪井 翔/Sho Tsuboi   1'23.294  3/18  160.045km/h 



 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

1 坪井 翔/Sho Tsuboi 11 12 12 11 11 9 8 12 86 −

2 宮田 莉朋/Ritomo Miyata 8 7 7 8 0 10 11 7 58 28

3 阪口 晴南/Sena Sakaguchi 5 5 3 5 7 3 1 3 32 54

4 笹原 右京/Ukyo Sasahara 3 0 2 2 6 5 5 0 23 63
5 大湯 都史樹/Toshiki Oyu 0 0 5 3 3 DNF 0 5 16 70

もてぎ SUGO 富士岡山
点
差

ドライバー 合
計

順
位 鈴鹿 SUGO 富士 岡山

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

1 カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 10 10 10 10 10 10 10 10 80 ー

2 TODA RACING 5 5 5 5 7 3 1 5 36 44

3 ThreeBond Racing 3 0 2 2 5 5 5 0 22 58
4 B-MAX RACING TEAM 2 2 1 0 2 1 3 1 12 68

5  OIRC team YTB 0 3 0 1 0 0 0 2 6 74

もてぎ 岡山 SUGO 富士

順
位 鈴鹿 SUGO 富士 岡山

チーム 合
計

点
差

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７戦は、とりあえず最低限の結果を出せたと思います。
前のクルマのペナルティに助けられた順位だし、トップ 2 台
のペースにはついていけなかったので、あまり喜べる結果で
はありません。第 8 戦は、スタートの 1 コーナーですべて決
まってしまいました。うまくスタートし、1 コーナーまでア
ウト側が空いていてブレーキングで結構前まで出られたの
ですが、相手も外側にはらんできたうえ、外側の路⾯がダス
ティすぎて、なんとか踏ん張ろうとしたものの外へ持って⾏
かれてしまうような状態になりました。7 番手に落ちてから
は、継続してプッシュしましたが、なかなか追い付かなくて、
最後の⽅に何とかチャンスが来たものの、決め手に欠けてそ
のまま終わってしまいました。とにかく悔しい週末でした。
でも第 7 戦で表彰台に上がってシリーズポイントを獲得した
のは、レース内容は納得できなかったにせよシリーズ後半戦
に向けて大きな意味があったと思います。 

*DNS : Do Not Start 棄権 *DNF : Do Not Finish リタイア *DSQ : Disqualified 失格 
*1 位 10 ポイント、2 位 7 ポイント、3 位 5 ポイント、4 位 3 ポイント、5 位 2 ポイント、6 位 1 ポイント  
PP(ポールポジション)、FL(ファステストラップ)は 1 ポイント追加 

▽ドライバーコメント 

▽ランキング 

▽第 9 戦 決勝 
大会組織委員会は、台風が直撃する 29 日(日)にはレース運営が不可能と判断、シリーズ第 9 戦は中⽌と決定

した。笹原は第 7 戦で 3 位、シリーズポイント 5 点を獲得したが第 8 戦では無得点に終わった。 
この結果、笹原はドライバーランキング 4 番手を守り、ThereeBond Racing はチームランキング 3 番手につ
け、第 4 大会を終えた。 


